
■「欅会」の存在と表参道の現状

■三つの主体と持続可能な街の風景の提案
表参道は、これから訪れる時代の変化に柔軟に対応しつつも、現在の表参道の
風景を継承し、新たな進歩を歩む必要がある。そのためには、表参道の持続可
能な街のモデルを提案する必要があると考えた。そこで今回、表参道を構成す
る「欅会・観光客・市民」の三つの主体が交わり、新たな街の軸となるための
接点となる場所を計画敷地で提案する。三つの主体は、この地で交わり、これ
からの表参道を牽引していく存在となる。

■三つの主体と交差するプログラム
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①三層構造による断熱性

 ETFE フィルムと空気層の三層構造により、ガラスとほ
とんど同じ熱貫流率を持ち、高い断熱性を備えている。

雨水を集める
けやき栽培

③膜を利用した雨水利用

 屋根の形状を利用して、ジョイント部分から柱の中の
パイプを通した雨水をけやき栽培へと利用する。
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太陽光を取り入れる

②屋外のような明るさ

 高い透光性を持つため、屋外と同じように植物を育てる
ことができ、採光も十分に確保することができる。
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④光演出効果によるシンボル性

 ETFE フィルムは光演出効果があり、照明光を拡散する
ことで建物内部の明かりが溢れ出し、シンボル性を持つ。
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ETFE フィルム
膜構造体屋根

ETFE フィルムは透明
かつ超軽量で高い耐久
性が特徴の次世代建築
として注目されてい
る。今回の提案では、
その特徴を生かし大胆
な膜構造屋根を形成し
た。
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かつての参道の名残が都市の中に残り、新たな歴史が上書きされた街～表参道～。

トレンドの発信地としてファッションだけでなくグルメや雑貨屋などが

数多く立ち並び、日々、観光客が街を往来している。

それでもなお、街が美しく保たれているのは、

古くから表参道を裏で支え続けてきた「欅会」の存在があったからである。

今まで見えていなかった「欅会」の活動を街へ表出させ、

「欅会」を軸とした街の風景を新たに形成する。

表参道が変化を迎えようとしている今、「欅会・観光客・市民」の関係を更新し、

表参道の新たな文化風景を提案する。
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清掃活動に対する認知が上がり、
街が一体となって表参道の

綺麗さを保持する

イベントなどを通じて、
ファッションを表参道の

アイデンティティへと形成していく

欅の現状を知った市民や
観光客から欅保全事業への

寄付や協賛を募ることができる。

・情報発信力がほしい
・人々を呼び込みたい
・拠点の存在

・街を綺麗にしたい
・清掃活動を広めたい
・一緒に掃除したい

・街を知ってもらいたい
・インバウンド計画
・体験してほしい

・イベントを盛り上げたい
・イベントの拠点が欲しい
・イベントに多くの人を呼びたい

・欅を後世に残したい
・通りの植え替え計画
・アイデンティティとして

・溜まれる場所が欲しい
・待ち合わせ場所が欲しい
・街のことを知りたい
・マップが欲しい
・モノ作りを体験してみたい
・イベントに参加したい
・ごはんを食べたい
・自然を感じたい

・立ち話ができる場所が欲しい
・ごみの問題をどうにかしたい
・街のことを知ってもらいたい
・打ち合わせ場所が欲しい
・一緒にイベントを盛り上げたい
・ごはんをたべたい

広場は地下鉄から直接つながっていて、
境界の消えた歩道へと広がり、人々が溜まる

表参道に落ちているごみを可視化する
人々は潜在的にごみを意識するようになる

インバウンド計画として観光センターを配置する
また、工房を配置し体験的に買い物を楽しんでもらう

イベントや大きな会議などを行う場として
新たな拠点を配置する

欅の腐食・植え替えなどの問題に対応するために
養苗場及び研究所を配置する
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・ホール
・工房
・養苗場 etc

・飲食店
・店舗 etc

・半外部廊下
・テラス etc

移動空間商業空間欅会空間
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ETFE フィルム膜構造屋根

欅会の活動が表出する

■構成ダイアグラム 

商業空間居住空間 移動空間 車道

断絶

in out

「商業空間と移動空間の断絶」
  現在の表参道は店舗が立ち並び、建築という固いハコによって商業空間
と移動空間が断絶されてしまっている。ファサードを構成する壁やガラ
スは内外の関係を明確に分割し、両者の関係性は希薄である。

「欅会の活動が表出する関係性の再構築」
  膜屋根をかけることで半外部空間が三つの空間を繋ぐ。今まで市民や観
光客に親しみのなかった欅会の活動は、再構築された商業空間と移動空
間へと表出し、表参道全体へと溢れ出していく。
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既存の商業空間と移動空間の関係を解体し、表参道へ
と開く形で積層させ、新たな関係性を表出させる

移動空間を引き込み、イベント広場と
一体となったアプローチ空間

欅会の栽培する苗木の下で食事することで欅会の
活動を知ることができる

広場と一体となった大階段を上がるとゴミが展示
されており、訪れた人々にゴミ問題を認識させる

■ゾーニング計画 

膜は三つの主体の関係を包むだけでなく、
良好な建築環境へと寄与する。

■環境詳細断面図

欅会

観光客
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欅が奏でる三重奏
～欅会・観光客・市民が築く表参道の風景～

手を取り合う三つの主体

1973 年に商店街振興組合として発足された「欅会」は表参道の景観・環境を守
るために環境活動を行ってきた。また欅会の活動は清掃活動だけでなく、欅の
木診断やイベントの誘致、イルミネーションなどが行われ、徐々に街へと拡大
してきた。しかし裏側には住宅街が存在し、市民は断絶された環境の中で生活
している。そこで表参道のさらなる発展のため、市民を巻き込んで街として一
体化した計画が必要であると考えた。

歩道空間にまで延長された膜が、広場と歩道の境界を曖昧にし、
気軽に立ち寄れる憩いの場として、表参道の移動空間の中に挿入される

ホール上部のヴォイドから漏れ出る光と養苗場の
木陰のもとで食事を楽しむことができる

地下鉄表参道駅から続くヴォイドでは、ホールのイベントや
欅会の活動が投影され、三者の活動が混ざり合う

ホールでは表参道コレクションが行われ、周囲を囲む店舗から
その様子を見たり、感じたりすることができる

膜で覆われたこの建築は、まるで灯篭のように街を灯し、街のシンボルとなる
また、イルミネーションの季節になると欅の木々と連動し、表参道を彩る

街に対して移動空間が表出し、街と連動した、動きのあるファサードとなっている。
また、右側にある雑貨屋の奥には、欅会が運営する工房があり、商品が作られる過程を見たり、体験したりすることができる


